
年末年始　営業時間のご案内
当事務所は下記期間を年末年始休暇とさせていただきます。

ご不便をお掛けいたしますが、予めご了承下さいますよう宜しくお願い申し上げます。

　2023年12月29日（金）～2024年1月4日（木）

年内は2023年12月28日（木）は16時まで、
年明けは2024年1月5日（金）は9時より平常通り営業いたします。

＊年末年始にいただいた「メールでの問い合わせ」につきましては、１月5日より順次対応いたしますが、通常よりもお時間がかかること
が予想されます。
ご不便をおかけして申し訳ございませんが、何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

【無料・予約不要】【対面・電話相談】12/23（土）いのち
と暮らしを守る　なんでも相談会のお知らせ
法律、生活、健康、労働、難民・移民などで、困っていることはありませんか？

相談員には弁護士、司法書士、社会福祉士、労働組合などがいます。
一人で悩まず、電話または直接会場にて、お気軽にご相談ください。

【対面】
食料などを無料で配布します。
申し込みは不要ですので、当日直接ご来場ください。

◆日時：2023年12月23日（土）受付開始：10時　受付終了：15時30分（予定）

◆場所：フレンディア（川口キュポ・ラ本館4階）←クリックすると地図が出ます

◆申込：申込は不要です。相談無料です。当日、直接会場へご来場ください。

https://saitamasogo.jp/archives/91109
https://saitamasogo.jp/otoiawase
https://saitamasogo.jp/archives/91095
https://saitamasogo.jp/archives/91095
http://www.friendia.jp/access.html


【電話】
◆日時：2023年12月23日（土）受付開始：10時　受付終了：18時

◆電話番号：０１２０－１５７９３０（※フリーダイヤルです。無料でつながります。）

◆申込：申込は不要です。相談無料です。

◆主催：いのちと暮らしを守るなんでも相談会埼玉実行委員会

◆お問合せ：弁護士　猪股　正　TEL：048-862-0355（埼玉総合法律事務所）

◆埼玉会場担当：NPO法人ほっとプラス

◆お問合せ：社会福祉士　藤田孝典　MAIL：hotplus.contact@gmail.com

12/23（土）いのちと暮らしを守る　なんでも相談会ダウンロード

11/17(金)臨時休業のお知らせ
　11月17日（金）16:00～17:00

創立記念行事のため、臨時休業とさせていただきます。
皆様方には大変ご迷惑をおかけ致しますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

11/11（土）集会「相談現場から見える日本の格差と貧困～
当事者の声が社会を変える ～」
　本集会では、全国一斉なんでも相談会の取組・当事者の声から、日本の格差・貧困の現状について考え、岸本聡子杉並区長を支える内田
聖子さん（PARC共同代表）をお招きし、ヨーロッパで新自由主義に対する戦略的な対抗手段として成長している「ミュニシュパリズム
（地域主義）」に学びます。

https://inoti-kurasi-soudan.jimdofree.com/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/
http://www.hotplus.or.jp/index.html
https://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2023/11/20231121105421.pdf
https://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2023/11/20231121105421.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/91085
https://saitamasogo.jp/archives/91077
https://saitamasogo.jp/archives/91077
https://www.kishimotosatoko.net/
https://parc-jp.org/


また、クレサラ運動の戦略を立て成功に導いた新里宏二弁護士、生活保護問題対策全国会議の事務局長として数々の制度改善を実現してき
た小久保哲郎弁護士、全国のシングルのママたちとつながりながら地域に根ざした活動を続けてこられた寺内順子さんをパネリストに迎え、
内田さんにも加わっていただき、格差と貧困を拡大させる新自由主義に対抗する戦略、社会を変え未来を切り開くアクションについて、対
話を深め、みなさんと一緒に考えていきたいと思います。
　地域での協働が広がり強化され、地域と地域がつながり、参加・協働・連帯の力で、不幸を生み出す社会が変わることを願っています。

【日時・場所・方式】
　　２０２３年１１月１１日（土）１２時３０分～１７時３０分　リアル＆オンライン
　　リアル：日本司法書士会館地下１階（東京四谷）
　　　　　 　JR中央線・総武線 四ツ谷駅から 徒歩5分
　　　　　　東京メトロ丸ノ内線・南北線 四ツ谷駅から 徒歩6分
　　オンライン：ZOOM

【内容】
第１部　12:30-13:30　開会挨拶・分会会報告等

第２部　13:40-15:35
　１　相談現場からの報告、当事者の声
　２　基調報告
　　　全国連携の取組と、相談現場から見える日本の現状
　　　福本和可（司法書士・なんでも相談会事務局）
　３　講演
　　　「ミュニシパリズム(地域主義)という希望」
　　　内田聖子（PARC共同代表、岸本聡子選対本部長）

第３部　15:35-17:30
　　　　パネルディスカッション　「社会を変える」
　　　　（パネリスト）
　　　　　　　内田　聖子
　　　　　　　寺内　順子（シンママ大阪応援団代表理事）
　　　　　　　小久保哲郎（弁護士。生活保護問題対策全国会議事務局長）
　　　　　　　新里　宏二（弁護士。全国優生保護法被害弁護団共同代表）
　　　　（コーディネーター）
　　　　　　　猪股　　正（弁護士。公正な税制を求める市民連絡会事務局長）

　　　　集会宣言

【参加費】
　弁護士・司法書士・議員    ： 5,000円

https://www.shiho-shoshi.or.jp/association/accessmap/
https://parc-jp.org/
https://shinmama-osaka.com/
http://www.akari-law.com/lawyer_kokubo.html
http://seikatuhogotaisaku.blog.fc2.com/
http://miyagi.lawyer-search.tv/details/person/20.aspx
http://yuseibengo.starfree.jp/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://tax-justice.com/


   その他（一般のかた）　　： 2,000円 
   生活に困窮しているかた ：   500円（自己申告制）
　※　参加費振込先
　　　りそな銀行　豊中支店　普通預金　口座番号　０３３７４０２
　　　口座名義　   全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会実行委員会（ｾﾞﾝｺｸｸﾚｻﾗ･ｾｲｶﾂｻｲｹﾝﾓﾝﾀﾞｲﾋｶﾞ
ｲｼｬｺｳﾘｭｳｼｭｳｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ)
　※　なお、分科会も進行中ですが、10月29日が最終（参加費別途）

【参加申込み】
　申込み用URL：https://forms.gle/YEc6yXybb9useH3v9

【主催】
　第4２回 全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会実行委員会
　全国クレサラ・生活再建問題対策協議会
　全国クレサラ生活再建問題被害者連絡協議会

【懇親会、問い合わせ先等、その他詳細】
https://cresara-event.jimdofree.com/
https://cresara-event.jimdofree.com/%E5%8F%82%E5%8A%A0%E7%94%B
3%E3%81%97%E8%BE%BC%E3%81%BF/

11/18-19シンポジウム”復興の人間科学2023”①福
島原発事故12年の経験から学ぶ②フクシマの“いま”を知る
シンポジウム“復興の人間科学2023”が、下記のとおり開催されます。どなたでも参加できます。オンライン参加も可能です。是非、
ご参加ください。

2023年　11月18日（土）10時／19日（日）10時

早稲田大学大隈記念講堂 （小講堂/大講堂）無料，申込不要
Zoom同時開催（Zoom参加の場合ネット申し込み制: https://wima.jp/）

◆主催：早稲田大学人間総合研究センター，早稲田大学災害復興医療人類学研究所（WIMA）
　　　　大会長：辻内琢也，実行委員長：平田修三，事務局長：金智慧　　　　

https://forms.gle/YEc6yXybb9useH3v9
https://cresara-event.jimdofree.com/
https://cresara-event.jimdofree.com/%E5%8F%82%E5%8A%A0%E7%94%B3%E3%81%97%E8%BE%BC%E3%81%BF/
https://cresara-event.jimdofree.com/%E5%8F%82%E5%8A%A0%E7%94%B3%E3%81%97%E8%BE%BC%E3%81%BF/
https://saitamasogo.jp/archives/91064
https://saitamasogo.jp/archives/91064
https://wima.jp/
https://wima.jp/


◆共催：MITATE Lab. Post-Fukushima Studies(フランス国立科学研究センター見立てラボ）（2日
目）https://mitatelab.cnrs.fr/
　　　　科研費基盤研究（B）：原発事故被災者の移住・帰還・避難継続における新たな居住福祉に関する人間科学的研究
◆問合せ先（WIMA研究所事務局：辻内研究室内）：〒359-1192  埼玉県所沢市三ヶ島2-579-15　（ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
事務局） E-mail： shinsai-wima@list.waseda.jp

［使用言語：日本語 Language; Japanese, ZOOM英語字幕付：with English caption］

【１】　福島原発事故12年の経験から学ぶー当時小中学生だった若者達との対話から（第2回）ー
Lessons  from  12  Years  of  Experience  after  the  Fukushima
Nuclear Accident  : From the Dialogue between Young Victims
and Researchers

［11月18日（土）］ 大隈記念講堂　小講堂

［ご挨拶］　10:00　開会の挨拶　：　西村昭治（早稲田大学人間総合研究センター所長）

［第１部］　10:05～
　①企画趣旨・諸注意：平田修三（15分）（大会実行委員長・仙台青葉学院短期大学准教授）
　②避難経験のある若者5名による発表（各20分）
　③早稲田大学人間科学部学生による
　　　　　　　　　　事前インタビュー調査結果・考察（各10分）
　④本シンポジウム企画教員5名によるコメント（各8分）
　　　　　（扇原淳，小島隆矢，多賀努，日高友郎，明戸隆浩）
　　※1組目 10:20～11：00，2組目 11:00～11:40、 3組目 11:40～12:20，
　　　 Lunch Time 12:20～13:20
　　　 4組目 13:20～14:00， 5組目 14:00～14:40

［第2部］　14:45～  基調講演　「演劇から考える原発事故の十二年：高校生たちと作る」
　話し手：佐藤茂紀（演出家・劇作家・高校教諭）
　聞き手：吉田千亜（フリーライター・ノンフィクション作家）　
　コメンテーター：辻内悠（応用演劇プラクティショナー）

内容：佐藤茂紀さんがこれまで高校生と作ってきた演劇を通して，ライター吉田との対談形式で原発事故について考える。また，佐藤さん
のこれまでの演劇の動画なども交えて，子どもたちと関わってきた佐藤さんの思いも聞かせていただく。

［第3部］　16:00～　パネルディスカッション：辻内琢也（司会）
　　　　　 　被災当事者5名，吉田千亜，金智慧，平田修三
　①テーマA:原発事故後12年の経験の意味・意義を考える

https://mitatelab.cnrs.fr/
mailto:shinsai-wima@list.waseda.jp


　②テーマB:若者達による日本社会・国際社会への提言

［第4部］　17:20～　　シンポジウムへのコメント
　　村上信夫（茨城大学人文社会科学部教授）
　　萩原裕子（WIMA招聘研究員・臨床心理士・震災支援ネットワーク埼玉SSN心理相談チーム代表）　

［ご挨拶］　17:50〜　閉会の挨拶：金智慧（大会事務局長・早稲田大学人間総合研究センター次席研究員）

■１１/１８基調講演（話し手）■ 佐藤茂紀 (Shigenori Satou)
＜プロフィール＞ 福島県出身．演出家・劇作家・高校教諭，日本演出者協会理事，日本劇作家協会会員，福島県高校演劇連盟理事．
►福島県郡山市を拠点とする劇団ユニット・ラビッツを結成．同劇団主宰，脚本・演出に携わる．高校演劇部顧問．劇団公演，高校演劇の
ほか，各種公共事業においても脚本，演出を担当．震災後は，演劇の力をもって今の思いを伝えようと，福島県産演劇25作品を発表．
■主な作品■
『この青空は，ほんとの空ってことでいいですか？』（2011）『劇王Ｘ～天下統一大会～』東北代表（2012）
『奥羽行進曲』（2013）
『あれからのラッキー☆アイランド』（文化庁委託事業,2015）
『ばけ～ション★プリーズ』（南会津町主催事業,2017）
『ほんとの空のその向こう』（第69回全国植樹祭,2018）
『鼬2021』（文化庁委託事業），他多数．

■１１/１８基調講演（聞き手）■ 吉田千亜 (Chia Yoshida)
＜プロフィール＞　埼玉県出身．立教大学文学部卒業．出版社勤務を経て，フリーライター．主に原発事故の取材を続けている．原発事故
当時，不眠不休で続けられた地元消防の活動と葛藤を，一人ひとりへの丹念な取材にもとづき描き出した『孤塁  双葉郡消防士たち
の3・11』にて，第42回講談社・本田靖春ノンフィクション賞(2020)，日隅一雄・情報流通促進賞2020大賞，日本ジャーナ
リスト会議（JCJ）賞を受賞．
■主な書籍■
『ルポ母子避難：消されゆく原発事故被害者』（岩波新書,2016）
『その後の福島 原発事故後を生きる人々』（人文書院,2018）
『孤塁 双葉郡消防士たちの3・11』（岩波書店,2020）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

【２】　フクシマの“いま”を知るー自然科学と人文社会科学との対話から：教育を軸に考えるー
Understanding Fukushima Today：From a Dialogue between Natural
Sciences,  Humanities  and  Social  Sciences.  Rethinking
Education.

［11月19日（日）］ 大隈記念講堂　大講堂



［第1部］　10:00～　基調講演「研究不正・学界・メディア：宮﨑・早野論文をめぐる問題を中心に」
　　　　　　　　　　影浦峡　（東京大学大学院教育学研究科教授）
　内容：2016年，2017年に発表された宮﨑氏（福島県立医大）と早野氏（東京大学）による，空間線量と個人被ばく線量の関係を
扱う2論文に研究不正が発覚したことは日本社会だけでなく国際社会にとっても衝撃的な事件であった。  専門語彙論・文書処理・思考の
条件としての記号の研究を進めてきた影浦氏に，この宮﨑早野論文の何が問題であったのか，科学的な問題点とメディアの問題点を解説し
ていただく。

［第2部］　11:10〜　リレー講演　（各30分）　

①小豆川勝見（11:10～）自然科学者（環境分析学）　
　「線量測定と住民とのやりとり―大熊町を例に」
②浅沼=ブリス・セシル（11:45～）人文社会科学者（都市社会学）
　「浪江―原発事故後の回復力レジリエンスの世界的モデルとして映し出される田舎の村」
③鴨下祐也（12:20～）自然科学者（バイオ機能応用学・バイオプロセス工学／ものづくり技術・機械・電気電子・化学工学）
　「科学者そして当事者として体験し考え続けてきたこと―事故前，事故後，そして“いま”」

<Lunch Time　12:50〜13:50>

④日高友郎（13:50～）人文社会科学者（社会心理学）・自然科学者（衛生学）
「福島原発事故による長期避難後の帰還困難区域への帰還に関する懸念：飯舘村長泥地区住民へのインタビューから」
⑤辻内琢也（14:25～）人文社会科学者（文化人類学・医療人類学）・自然科学者（心身医学・災害精神医学）
「過剰な不安ではなく正当な心配である：放射線の健康影響に対する科学リテラシー」
⑥明戸隆浩（15:00～）人文社会科学者（社会学・多文化社会論）
「計量テキスト分析をふまえた『復興』概念の批判的検討」

［第3部］　15:40～  パネルディスカッション：増田和高（司会）
　パネリスト（小豆川，ブリス，鴨下，日高，辻内，明戸）
「フクシマの“いま”を知るー自然科学と人文社会科学との対話から：教育を軸に考えるー」

［第4部］　17:20～　シンポジウムへのコメント（各10分）
　堀川直子　（WIMA招聘研究員）
　森松明希子（WIMA招聘研究員・東日本大震災避難者の会Thanks&Dream代表）
　猪股正（WIMA招聘研究員・震災支援ネットワーク埼玉SNN代表）

［ご挨拶］　17:50〜　閉会の挨拶：辻内琢也　（大会長）

■１１/１９基調講演■ 影浦峡 (Kyo Kageura)
＜プロフィール＞　北海道出身．東京大学教育学部，マンチェスター大学科学技術研究所卒．現在，東京大学大学院教育学研究科・総合教
育科学専攻生涯学習基盤経営講座・図書館情報学研究室  教授．Ph.D（マンチェスター大学），修士（教育学）．専門は言語とメディ

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi


ア．情報学，言語学，計量言語学，翻訳学の分野の国際ジャーナル・学会で幅広く活躍．日本図書館情報学会賞(2001)，言語処理学
会第12回年次大会優秀発表賞(2007)，日本学術振興会理事長表彰(2012)，A-LIEP  Best  Paper
Award (Research-Theoretical,2021)．
■主な著書・訳書■
“The Quantitative Analysis of the Dynamics and Structure of
Terminologies” (Amsterdam: John Benjamins, 2012)
『ソシュール：一般言語学講義：コンスタンタンのノート』（東京大学出版会,2007）
■会場のご案内■
早稲田大学大隈記念講堂
住所：東京都新宿区戸塚町1丁目104
（地下鉄東西線「早稲田駅」徒歩5分，都営バス「早稲田大学正門」徒歩1分，都電荒川線「早稲田」徒歩5分，JR・西武線「高田馬場
駅」徒歩20分）

■シンポジウムの概要■

東日本大震災および原発事故から今年で12年が経つ．しかし，福島第一原子力発電所事故により避難生活を余儀なくされた人々の多くは，
いまだに生活基盤が確立しておらず，生活や人生における苦悩が継続している．

2011年に「人間科学学術院としても復興に役立つ学術的支援ができないだろうか」という教授会での問題提起を機に，有志の教員によっ
て『震災と人間科学ネットワーク』が組織され，人総研シンポジウムとして2012年3月に『東日本大震災と人間科学』，2013年3
月に『第2回東日本大震災と人間科学：ポスト3.11の災害復興と環境問題を考える』が開催された．2013〜2015年はプロジェ
クト科目『災害の人間科学』，2016〜2018年はプロジェクト研究『復興の人間科学』，そして2020年からは科研費Bを獲得し，
このチームによる研究調査・支援・教育活動が継続され，2021年には人総研シンポジウム『福島原発事故10年の経験から学ぶ―当時
小学生だった若者たちとの対話』を開催した．大きな成果と反響があった（YouTube記録動画再生回数：合計1950回）一方で，
今後，時間をかけて向き合っていく必要のある様々な課題も浮き彫りになった．今回企画するシンポジウムは，そこでの課題を引き継ぎな
がら実施するものである．

1日目のシンポジウム・テーマは『福島原発事故12年の経験から学ぶー当時小中学生だった若者達との対話から（第2回）ー』であ
る．原発事故による避難生活という過酷な人生体験を小学生・中学生の時期に経験した被災者は，今年で19歳〜27歳となる．子ども時
代の被災・避難体験は，人生に大きな影響を与える一方で，そこでの苦悩や子どもの立場からの発信は，今なお，社会に十分に届いていな
い．また，子どもという立場ゆえ，あるいは深刻化する分断という社会的状況のなかで，彼らが声を上げること自体がますます難しくなっ
ているようにも感じられる．

本シンポジウムの目的は，彼らのこれまでの12年の人生経験から，私たちが何を学べるのか人間科学的視座から問うものである．本チー
ムは，著書『ガジュマル的支援のすすめ』，『震災後に考える：東日本大震災と向き合う92の分析と提言』，『Human
Sciences of Disaster Reconstruction』や，国際誌・学会誌に数多くの成果を発信してきた．本シ
ンポジウムは，医療人類学（辻内），発達心理学（平田），臨床心理学（金），社会心理学（日高），環境心理学（小島），社会医学（扇
原），社会福祉学（多賀），地域福祉学（増田），精神保健福祉学（岩垣），社会学（明戸），社会人類学（堀川），法学（猪股）といっ

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi


たトランス・サイエンスの観点から，未来を担う若者達の語りを傾聴し対話を重ねることに意義があると考えている．

2日目のシンポジウム・テーマは『フクシマの“いま”を知るー自然科学と人文社会科学との対話から：教育を軸に考えるー』である．福
島原子力発電所事故を発端にした災害を，ここでは「フクシマ原子力災害」と呼ぶ．この災害は福島県だけの問題ではなく，日本全体の問
題であり，かつ国際的問題であり，さらに地球全体の問題であると企画者らは考えている．“いま”フクシマで何が起きているのか？放射
性物質はどうなっているのか？被災地はどう変容していっているのか？環境は？人々は？復興は？，現在も続く巨大な問題群を，自然科学
者と人文社会科学者そして当事者たちとの対話をもとに解読していく．

9／30 全国一斉「いのちと暮らしを守る　なんでも相談会～
住まい・生活保護・労働・借金etc…～」【第３弾】電話＆リ
アル
　物価高が続くなかで、収入が減り貯えも尽きていき、家賃の支払いや借金のことで悩まれたり、解雇や雇い止めで収入が減少するなど、
厳しい状況に置かれた方がたくさんいらっしゃいます。
　弁護士、司法書士、社会福祉士、精神保健福祉士などが、全国で連携して、生活、労働、法律のことなど、幅広く、無料で、ご相談に対
応します。
　一人で悩まず、お気軽にご相談ください。（第４弾は１２月２３日（土）に実施予定）

記

【日　　時】　９月３０日（(土)）午前10時～午後６時　　

【電話相談】　番号　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
　　　　　　　上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

　　　　　　　フリーWi-Fiスポットからの「つながるWEB電話（ボイチャ相談）」にも対応
　　　　　　（埼玉、大阪など）
　　　　　　　「つながるWEB電話（ボイチャ相談）」をかけるには、
　　　　　　→　ココをクリック。トップ画像にある各地域の発信ＩＤを入力（例えば、埼玉であれば、発信ID：0930sai）
　　　　　　→　詳しくは、こちら

【面接相談】　事前申込み不要
　　　　　　　食料等の無償配布、健康・医療相談を行う会場もあります。

https://saitamasogo.jp/archives/91014
https://saitamasogo.jp/archives/91014
https://saitamasogo.jp/archives/91014
https://pub.oden.works/#/
https://inoti-kurasi-soudan.jimdofree.com/%E9%9B%BB%E8%A9%B1%E7%9B%B8%E8%AB%87-%E3%83%9C%E3%82%A4%E3%83%81%E3%83%A3%E7%9B%B8%E8%AB%87/


　　　　　　　全国の会場一覧は⇒こちら　　　　

　　　　　　　★埼玉は、１０時～川口フレンディア（川口駅東口徒歩１分）４階で実施。食料無償配布（先着３００名）　　　　
　　　　　　　★東京は、～早稲田の東京DEWで、フードパントリーも予定　　　　　　

【相談例】
・借金、社会福祉協議会の特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）の返済ができない。
・物価高騰で生活苦
・食料の支援を受けたい。
・解雇、雇い止め、賃金引き下げ
・バイトを切られ、学費を払えない。
・家賃滞納で困っている。
・生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。

【主　催】　いのちと暮らしを守る なんでも相談会実行委員会

【問合先】　猪股　正 （埼玉総合法律事務所　048-862-0355）

【ご案内】9/12（火）福島原発さいたま訴訟・東京高裁第１
回口頭弁論期日＆報告集会
【東京高裁第１回期日】
日時：２０２３年９月１２日（火）１４時開廷
場所：東京高裁１０１号法廷
傍聴券交付情報：【抽選】当日、午後１時４０分までに２番交付所に来られた方へ抽選券が交付されます。
　　　　　　　　東京高裁ホームページ
※入廷行動などを行いますので、可能か方は、１３時に東京高裁正門前にお集まりください。

【報告集会】
日時：同日１５時～１７時
場所：日比谷図書文化館地下１階
内容：①原告団・弁護団からの報告

https://inoti-kurasi-soudan.jimdofree.com/%E7%9B%B8%E8%AB%87%E4%BC%9A%E5%A0%B4-%E5%85%A8%E5%9B%BD%E4%B8%80%E8%A6%A7/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/archives/90996
https://saitamasogo.jp/archives/90996
https://www.courts.go.jp/tokyo-h/about/syozai/tokyomain/index.html
https://www.courts.go.jp/app/botyokoufu_jp/detail?id=17394&list_id=6
https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/#access


　　　②辻内琢也さん（早稲田大学人間科学学術院教授・早稲田大学災害復興医療人類学研究所所長）
　　　　「国内強制移動による避難者の精神的苦痛」
　　　③後藤秀典さん（ジャーナリスト／「東京電力の変節」（旬報社）著者）
　　　　「東京電力の変節－最高裁・司法エリートとの癒着と原発被災者攻撃」
　　　④各地の原告団・弁護団から

（原告団からのメッセージ）
私たちは、福島原発事故の教訓を明らかにし二度と原発事故を起こ  さないため、そして、被害者の真の救済の実現に向けて国の責任を不
問 に付した最高裁判決（2022年6月17日）を覆す高裁判決を目指します！

甚大な被害をもたらした福島第一原発事故について、東京電力と国  の責任を問い、正当な被害救済を求めた第一審2022年4月20日
さいたま地裁判決は、東京電力の賠償  責任は認めた一方、国の責任を認めませんでした。続けて6月17日に出された最高裁判決でも、
国も東 電も何も対策を取っていなかったことは認めながら、「仮に、対策を取っていたとしても事故が起き なかったとは言い切れない」
として国の責任を不問に付しました。

ふるさとを放射能で汚し、暮らしを奪うという甚大な被害をもたらした原発事故の国の責任を追  求します。ぜひ、傍聴に参加して満席の
傍聴席でこの裁判を見守ってください！

（文責：弁護士　猪　股　　正）

10/1（日）【対談】訓覇法子＆神野直彦 「今、スウェーデ
ンの歴史から学ぶものは何か。」　主管：公正な税制を求める市
民連絡会　（第42回全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集
会のオープニング集会）
■日時　１０月１日（日）１６時３０分～１８時３０分

■内容　【対談】訓覇法子＆神野直彦 「今、スウェーデンの歴史から学ぶものは何か。」
　人間の絆が分断され、社会の構成員間の信頼関係が崩れ、民主主義の機能不全・経済の停滞が進む「危機の時代」。「あまりにも酷い現
実を生かされている日本人の疲弊感と諦めから来る絶望をどう希望に転換できるか。」。今、スウェーデンの歴史から学ぶものは何かを、
お二人と一緒に考えます。

https://w-rdb.waseda.jp/html/100000118_ja.html
https://wima.jp/
https://www.junposha.com/author/a271501.html
https://saitamasogo.jp/archives/90975
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/archives/90981
https://saitamasogo.jp/archives/90981
https://saitamasogo.jp/archives/90981
https://saitamasogo.jp/archives/90981


■講師　訓覇法子さん（ストックホルム大学元研究員・日本福祉大学元教授（スウェーデン在住））／神野直彦さん（東京大学名誉教授）

■場所　主婦会館プラザエフ８階「スイセン」（東京四ツ谷）＋ZOOM
■方式　リアル（申込み先着９０名）＆オンライン（定員なし）のハイブリッド方式
　お申込み後、参加に関する確認のメールが届きます。
　会場参加の方は会場までお越しください。会場で資料をお配りいたします。
　ズームでご参加の方は、ZOOMウェビナーによる開催となりますので、お申込み頂いた方にＵＲＬを送ります。  資料のダウンロード
用のURLは申込み後、別途メールにてご案内します。
　

■申込方法
　この対談は、「第42回全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会のオープニング集会」という位置付けになっています。引き続き、
別日程で、「分科会（10月12日～10月29日の間に８分科会）」「全体会（11月11日）」が開催されます。
【「【対談】訓覇法子＆神野直彦」（オープニング集会）のみ参加申込みされる方】
　①次のオープニング集会専用URLをクリックして、「ウェビナー登録」に氏名等を入力し、
　②下記の参加費⑶の金額を、下記の振込先にお振込み願います。
　▶オープニング集会専用URL（←こちらをクリック）
【「分科会」または「全体会」にも参加申込みされる方】
　①次のオープニング集会専用URLをクリックして、「ウェビナー登録」に氏名等を入力するともに、お手数ですが、
　②さらに、「「分科会」または「全体会」申込みURL」もクリックして必要事項を記入し、
　③下記の参加費を、下記の振込先にお振込み願います。
　▶オープニング集会専用URL（←こちらをクリック）
　▶「分科会」または「全体会」申込みURL（←こちらもクリック）

■参加費
　⑴　「オープニング集会、分科会、全体会フリーパス」申し込みの場合（「クレサラ白書」付き）
　　　　　　　　　　弁護士・司法書士・議員    ： 6,000円
　　　　　　　　     その他（一般の方）　　 　 ： 3,000円
　　　　　　　　     生活に困窮している方　　 ： 1,000円（自己申告制）
　⑵　全体会のみ参加の場合 （クレサラ白書付き）
　　　　　　　　　　弁護士・司法書士・議員    ： 5,000円
　　　　　　　　     その他（一般の方）　　　　： 2,000円
　　　　　　　　     生活に困窮している方　　 ：   500円（自己申告制）
　 ⑶　「オープニング集会のみ」参加の場合 （クレサラ白書は付きません）
　　　　　　　　　　弁護士・司法書士・議員    ： 2,000円
　　　　　　　　     その他（一般の方）　　  　： 1,000円
 　　　　　　　      生活に困窮している方 　　：   500円（自己申告制）
　⑷　分科会のみ参加の場合（１分科会につき） （クレサラ白書は付きません）

https://plaza-f.or.jp/index2/access/
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_Kdeofs0LSYa6Tpv6vkpRHg
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_Kdeofs0LSYa6Tpv6vkpRHg
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScBAUmbhefzrW0Jj4VMUQ9EroLrVxxpY6pirEqY-NeZyBQ4Qw/viewform


　　　　　　　　　　弁護士・司法書士・議員    ： 2,000円
　　　　　　　　     その他（一般の方）　　 　 ： 1,000円
 　　　　　　　      生活に困窮している方　　 ：   500円（自己申告制）

■参加費の振込先
　参加費は、すべて 下記 銀行口座 にお振込み願います。
　　　りそな銀行　豊中支店　普通預金　口座番号　０３３７４０２
　　　口座名義　   全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会実行委員会
　　　　　　　　　　   　(ｾﾞﾝｺｸｸﾚｻﾗ･ｾｲｶﾂｻｲｹﾝﾓﾝﾀﾞｲﾋｶﾞｲｼｬｺｳﾘｭｳｼｭｳｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝ
ｶｲ)
・誠に恐縮ですが、振込手数料もご負担願います。

■主管　公正な税制を求める市民連絡会（事務局長：弁護士　猪股　正）

■全体会、分科会の内容等の詳細
　詳しくは、「第42回全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会のオープニング集会」ホームページをご覧ください。

　

　

発刊「東京電力の変節－最高裁・司法エリートとの癒着と原発被
災者攻撃」（後藤秀典著・旬報社）
　「東京電力の変節－最高裁・司法エリートとの癒着と原発被災者攻撃」（後藤秀典著・旬報社）が発刊されました。

　原発事故から１２年以上が経過しましたが、避難を余儀なくされて、仕事、学び、家族や友人とのつながり、生きがいなどを奪われ、ま
た、避難先でのいじめや孤立などにより、人生を大きく変えられ、深い傷を追って、今も、苦しみ続けている人がたくさんいます。

　ところが、国は、事故の責任を認めずに裁判で争い、東京電力は、裁判で被災者の人格を傷付けるような主張までするようになり、
２０２２年６月には、最高裁第二小法廷（当時、菅野博之裁判長）は、４つの高裁判決のうち国の責任を認めていた３つの判決を覆し、国
が規制権限を行使しても事故は回避できなかったという理由で、あっさりと国の責任を否定する判断をしました（菅野、草野耕一、岡村和
美裁判官の３人が判決を支持。三浦守裁判官は国に責任があるとの少数意見）。その後、国は、原発回帰へと方針を大転換し、今、第一原
発の廃炉の見通しも立たない中で、漁業関係者や国民、諸外国の反対にもかかわらず、汚染された「処理水」の海洋放出を強行するに至っ

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://cresara-event.jimdofree.com/
https://saitamasogo.jp/archives/90975
https://saitamasogo.jp/archives/90975
https://www.junposha.com/author/a271501.html
https://saitamasogo.jp/archives/90387
https://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail2?id=91243
https://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail2?id=91243


ています。そして、こうした国、東電、最高裁判所などの対応が、傷に塩を塗り込むように、被災者の苦しみや痛みをさらに深いものとし
ています。

　本書は、最高裁判所、巨大法律事務所、東京電力、政府の人脈をたどり、相互に癒着し、最高裁の公正中立「らしさ」さえ損なわれてい
ることなど、こうした動きの背景を掘り下げ、過ちを繰り返し被災者を苦しめ続ける政治や司法のあり方に警鐘を鳴らすものです。このま
までは、現場を知らず、人々の苦悩を知らない一部の「司法エリート」や政治によって、司法のあり方や国のあり方が大きく歪められてい
くことが強く懸念されます。正しい道を進むためにどうしたらいいのか、私たち１人ひとりに問いかけられていると思います。

【関連情報】
NHK・ETV特集「誰のための司法か〜團藤重光 最高裁・事件ノート〜」

文責：弁護士　猪　股　　正

８/８（火）学習会「格差と貧困とどう闘うか～資本主義の原理
および代替的経済システムの可能性から考える」　公正な税制を
求める市民連絡会
吉原直毅先生を講師にお迎えしての学習会  「格差と貧困とどう闘うか～資本主義の原理および代替的経済システムの可能性から考える」
の日程が８月８日（火）１８時～と決定いたしました。

■講師／吉原直毅さん（理論経済学者・マサチューセッツ大学アマースト校経済学部教授・一橋大学経済研究所特任教授）
■日時／２０２３年８月８日（火）１８時～２０時
■方式／リアル・主婦会館３階（申込み先着３０名）、オンライン・Zoom（どなたでも）
■申込み／下記からお申込みください。

　新自由主義が世界を席巻し、貧困と格差が拡大し、コロナ禍で、弱者・少数者がまっ先に打撃を受けるという社会システムの問題が改め
て浮き彫りになったにもかかわず、見直しの動きはなく、社会は持続可能性の危機に瀕しています。
　資本主義を超える新しい経済システム構築の必要性を提唱している吉原直毅さんにご講演いただき、貧困と格差とどう闘うか、みなさん
と一緒に考えます。ぜひ、ご参加ください。

（吉原直毅さんプロフィール）
　1967年9月生　2010年4月  一橋大学経済研究所教授を経て、現在、マサチューセッツ　大学アマースト校経済学部教授。著書
に、『マルクスの使いみち』 稲葉振一郎、松尾　匡共著、太田出版、『労働搾取の厚生理論序説』 岩波書店〈一橋大学経済研究叢書〉、

https://www.nhk.jp/p/etv21c/ts/M2ZWLQ6RQP/episode/te/VG6R7M2KK3/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/archives/90675
https://saitamasogo.jp/archives/90675
https://saitamasogo.jp/archives/90675
https://plaza-f.or.jp/index2/access/


『されどマルクス』日本評論社、2018年5月などがある。

（申込みおよび参加方法）
次のURLまたはQRコードからお申込みいただけます。
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_vVHP0d6zSSOwEeIz42
ndvA
お申込みご登録後参加に関する確認のメールが届きます。
資料のダウンロード用のURLは申込み後、別途メールにてご案内します。

会場参加の方（会場希望者中、申込み先着３０名）は会場までお越しください。
ズームでご参加の方は、ZOOMウェビナーによる開催となりますので、お申込み頂いた方にＵＲＬを送ります。

（申込用QR)
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（主催）
公正な税制を求める市民連絡会

（お問い合わせ先）
公正な税制を求める市民連絡会事務局
〒 330-0064　さいたま市浦和区岸町７-１２-１　東和ビル４階　埼玉総合法律事務所
弁護士 猪股 正　　電話　048(862)0355　　FAX　048(866)0425

http://tax-justice.com/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi

